
④ アンケート調査結果の概要 平成 28年 10月 富士吉田市企画課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

調査区分 調査対象 実施方法 回収数 回収率 特徴 

市民アンケート 18 歳以上の市民 5,000 人を住民

基本台帳から無作為抽出 
郵送配布／郵送回収 1,836 票 36.7％ 60 歳以上が 44.9％、女性

が 54.4％ 
中学・高校生アン

ケート 

市内中学３年生 465 人（４校） 
市内高校２年生 880 人（４校） 

各校で授業の一環と

しての実施を依頼 
1,345 票 100％ 高校生は半数以上が市外

在住 
事業所アンケート 市内事業所 50社を市法人台帳よ

り選定 
郵送配布／郵送回収 35 事業所 70.0％ 製造業が 2/3 を占める。

71.4％は当地が本社 
市外から市内への

通勤者アンケート 

市外から市内事業所への通勤者

486 名（市内法人に選定依頼） 
事業所に直接配布の

上依頼／郵送回収 
290 票 59.7％ 富士河口湖町と都留市が

57.6％、男性が 73.4％ 
まちづくり団体ア

ンケート 

市企画課にて６団体を選定 郵送配布／郵送回収 ６団体 100％  

 
●富士吉田市の魅力・個性・大切にしたいもの 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富士の眺望や自然が最大の魅力だが、市外からの通勤者は「食文
化や特産品」なども重視している。 

●富士吉田市の住みよさ（市民／中・高校生） 
 

「住みよさ」意識
は前回(H18)より
向上。30～40 歳代
では相対的に低
い。中・高校生は
逆に「住みやすい」
の割合が高い。 
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とても住みやすい まあ住みやすい どちらともいえない

やや住みにくい とても住みにくい 無回答
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0% 20% 40% 60% 80%

富士山の眺望景観

豊かな自然環境

富士山信仰等の歴史文化

歴史ある社寺仏閣

祭や伝統行事

甲斐絹等の伝統産業

レトロなまちなみ

観光客との交流

自然をいかした公園

富士の眺望をいかした公園

レジャー施設

夏まつり等のイベント

食文化や特産品

人のつながり・コミュニティ

その他

特にない

市民（1,836）
市外からの通勤者（290）

（複数回答）

●富士吉田市への定住・将来居住意向（市民、中・高校生） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「住み続けたい」という定住希望割合は約７割だが、30～40 歳代では比較的低い。
中・高校生ではＵターンも含め地元居住意思ありは約６割。 
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全体(1836)
10歳代(22)

20歳代(143)
30歳代(191)
40歳代(278)
50歳代(375)
60歳代(417)
70歳代(305)

80歳以上(103)

%

ずっと住み続けたい できるだけ住み続けたい どちらともいえない

できれば他へ移転したい 他へ移転したい 他に移転が決まっている

無回答

0 20 40 60 80 100

全体（1,344）

中学（464）

高校（880）

％

卒業後も住み続けたい ぜひＵターンしてきたい
可能ならＵターンしてもよい 戻りたいと思わない
まだわからない 無回答

●今後の雇用拡大の可能性（事業所）   ●人材を求める範囲（事業所） 
 

人材確保の
重要性はあ
るが、市内
だけでなく
幅広い範囲
から求める
傾 向 が 強
い。 

大いにある

17.1%

多少はある

45.7%

なし

20.0%

むしろ削減

2.9%

わからない

8.6%

無回答

5.7%

総数

35
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28.6

14.3

8.6

20.0

2.9

0.0
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0% 10% 20% 30%

できるだけ市内

富士・東部地域内

山梨県内程度

首都圏方面から

全国的視野で

国際的視野で

わからない

無回答

総数=35

●人口減少への対応方策（市民） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●結婚・出産・市内定住に必要な方策（市民） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
人口定着には、まず雇用・職場の確保や経済的支援が重要。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

雇用確保や環境向上で減少抑制

子どもが生まれ育つ環境づくり

大都市等からの移住の促進

観光など交流人口の増加

減少を前提とした効率化

自然の成り行きに任せれば良い

その他

わからない

総数=1,836 （複数回答）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男女の出会いの場づくり

結婚紹介やカウンセリング

婚活セミナーやイベント

住宅・保育等経済的支援

公営住宅の整備

職場や仕事の確保・紹介

女性が働きやすい環境づくり

子育て支援の充実

既婚者への税等の優遇

その他

総数=1,836 （複数回答）

●市外への転出者の市内

還流のための必要条件

（市民／転出者自身） 

 
職場の確保・増加が還
流の最大の条件だが、
送り出した家族（回答
者）は保健・医療・福
祉の環境も併せて重
視。（転出本人はその
指摘割合少ないが） 
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0.3

0% 5% 10% 15% 20% 25%

職場の確保・増加

起業環境やその支援

住宅や宅地の確保・提供

都会的な商業施設や流行

情報格差のないIT環境

文化継承・創造の風土

安心な保健・医療・福祉

子育て支援や教育機会

その他

◆転出者本人 総数=762 
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16.0

12.7
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6.2

4.5

45.4

17.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場の確保・増加

起業環境やその支援

住宅や宅地の確保・提供

都会的な商業施設や流行

情報格差のないIT環境

文化継承・創造の風土

安心な保健・医療・福祉

子育て支援や教育機会

その他

◆アンケート回答者自身 総数=1,836



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●今後の事業と観光の関わり（事業所） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現状で観光と関わりない事業所でも今
後は連携や関わりを深めたいとするも
のも多く、世界文化遺産登録を契機と
した展開の可能性も伺える。 

●急ぐべき防災対策（市民） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近年の各地の災害や火山災害への不安等から防災に関する意識
が変化しているともみられる。 

●施策分野別の「現在の満足度」と「今後の重要度」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の満足度と今後の重要度の評価の間には明確な相関関係が認められず、現状評価に左右されずに今後の重要度が
判断されているとみられる。 

現状の満足度では「充分満足」＝２点、「まあ満足」＝１点、「どちらでもない」＝０点、「やや不満」＝－１点、「全
く不満」＝－２点とし、今後の重要度では「非常に重要」＝２点、「重要」＝１点、「どちらでもない」＝０点、「さほ
ど重要でない」＝－１点、「重要でない」＝－２点として、回答数で加重平均した値を「評価点」とした。 
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　　　　　　［凡例］
a. 生涯学習・社会教育活動
b. スポーツ・レク活動支援・振興
c. 幼児・小・中学校教育
d. 青少年の健全育成
e. 保健活動・健康づくり事業
f. 地域医療施設・救急医療体制
g. 子育て支援
h. 高齢者福祉
i. 障害者福祉
j. 観光資源活用・観光施設等
k. 伝統産業・地場産業活性化
l. 中小企業の活性化対策
m. 雇用確保等の勤労者対策
n. 自然環境の保全
o. 景観の維持・向上
p. ゴミ収集・リサイクル対策
q. 環境汚染からの安全
r. 商店街振興・中心市街地活性化
s. 道路網の整備充実
t. 上下水道整備や生活排水処理
u. 自然災害への防災対策
v. 消防・救急体制
w. 市政への市民意向の反映
x. 行財政改革への取り組み
y. 近隣市町村との連携

●産業育成の方向（市民／市外からの通勤者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企業誘致で産業規模と雇用機会を拡大する方策が最も強く求め
られている。 

●今後の観光振興の方向（市民／市外からの通勤者） 

 
宿泊・飲食機能
や周遊ルート
の不足感の現
れとみられる。
また、市外から
の通勤者の見
かたでは、集客
施設の整備の
必要性が強く
指摘されてい
る。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

魅力的周遊ルート等の整備

テーマ性あるツアー等の充実

宿泊・飲食等の施設の充実

新たな集客施設の整備充実

地域のブランド商品開発

食文化アピールと提供の充実

観光・交流イベントの開催

外国人観光客へのサービス向上

「おもてなし」の心・体制づくり

駅や周辺の拠点性・環境整備

民間施設との多様な観光連携

観光宣伝活動の強化

情報提供力の向上

これ以上力を入れる必要なし

その他

市民（1,836）

市外からの通勤者（290）

（複数回答）

●富士山世界遺産登録の活用方向（市民） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富士山だけでなく構成資産全体の価値・魅力を高めることや、富士山
と調和する景観形成の重要性が指摘された。中学・高校生でもほぼ共
通の傾向がみられる。 
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0% 20% 40% 60%

富士山を一層賑わい増進に活用

構成資産全体の価値・魅力を向上

ブランド商品等で産業振興

他の世界遺産との連携・交流

富士山と調和する景観形成

市民の富士山学習や体験活動

広報や情報発信活動の展開

自然・生態等の環境の保全

ごみ対策やエコ活動

開発規制や誘導で景観保護

登山者や観光客の環境協力

トイレ対策や入山管理徹底

防災関係の研究推進

特に意識する必要はない

その他

総数=1,836 （複数回答）

57.2

26.5

28.6

21.6

5.2

9.9

10.3

4.7

4.8

10.5

15.1

49.3

33.1

30.0

26.9
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

企業誘致で産業規模拡大

中小企業・地場産業の支援

富士山等活用で観光の推進

商業施設・商店街等の整備

商業経営近代化等の努力

農業の振興・新たな展開

産業間・企業間の連携

産学連携等で研究開発促進

IT等活用で新産業展開模索

産業人材の積極的育成

その他

市民（1,836）

市外からの通勤者（290）

（複数回答）
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25.7
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6.2

4.2

7.1
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20.5

11.8
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難場所・経路の確保・整備

避難所運営体制整備

避難生活の健康面の対策

食糧・救助物資等の確保・備蓄

建築物・ライフライン等の耐震化

河川改修・砂防施設整備等

火山災害からの避難計画具体化

緊急輸送道路の確保

防災井戸・貯水槽の設置・充実

情報伝達手段・システム充実

救急医療体制の整備

防災パトロールや危険箇所点検

自主防災組織・消防団の育成

防災訓練・防災意識啓発

災害ボランティア育成・体制整備

学校・事業所等の災害予防計画

避難行動要支援者の把握と支援

相互応援協力・関係機関との連携

その他

総数=1,836 （複数回答） 関係事業に

特化したい

8.6%

関係事業の

比重高めたい

8.6%

連携や関わり

を深めたい

37.1%

今後も関わり

はない

45.7%

無回答

0.0%

総数

35

●まちづくりへの関わり方 

 （市民／中・高校生） 

 
組織的活動指向のほか、
自発積極型と依存型が拮
抗。中学・高校生は自発
的行動の意識が多く示さ
れている。 
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中学・高校生(1,344)
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小さなことを自発的に行う 力を合わせてできることを行う

市全体の大きな力をつくる できる範囲で市などに協力

してほしいことをお願いする 市役所がやれば良い

わからない 無回答


